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　低パルスから高分解パルスまで、幅広く用意されています。また、希望の分割パルス数は、自社製作のため容易に可能です。
　外径は、超小型から大型までシリーズ化されており、取付軸と分割パルス数等により決めてください。
　全製品が薄型で構成されており、特にホールタイプは取付に最適なエンコーダです。
　使用目的により耐ノイズ、消費電流の低減など、最適条件で検討可能です。

■   出力回路図

ケーブル色

電源（赤）

A、B、Z（白、緑、黄）
2.2kΩ

0V（黒）
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Z相出力
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A相出力

B相出力

0V
黒

シールド

CW

CCW

（シールド）

本体̶シールド無接続

電源電圧
DC5V～12V or 5V/12V固定

20mA最大

主
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電圧出力（標準タイプ）

ケーブル色

電源（赤）

A、B、Z（白、緑、黄）

0V（黒）
（シールド）

本体̶シールド無接続

電源電圧
DC5V～12V or 24V固定

30mA最大

主
回
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オープンコレクタ出力（オプション）
ケーブル色

＋5VDC（赤）
A、B、Z（白、緑、黄）
A、B、Z
（白/黒、緑/黒、黄/黒）

26C31
0V（黒）
（シールド）

本体̶シールド無接続
電源電圧　DC5V
消費電流　150mA以下

主
回
路

ラインドライバ出力（オプション）

－－－

0VとFG（フレームグランド）の間にコンデンサ（0.1μF）が接続されております。

■   出力波形図

A相

※A、B相に対するZ相の位置は規定しない

CW回転（取付面から見て右回転） CCW回転（取付面から見て左回転） ①TTL/LSTTLへの接続

②CMOSへの接続

IC回路との接続（ケーブルの長さはできるだけ短くしてご使用ください）
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■   接続例
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赤
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1kΩ
1／4W

黒

シールド
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LSTTL

赤
＋5VDC
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5～10kΩ
1／4W

10～30kΩ
1／4W

黒
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（緑・黄）

注）伝送距離が長くなる場合エンコーダケーブル端
の入力部で仕様の電圧になるよう、ご配慮ください。
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インクリメンタルエンコーダ アブソリュートエンコーダ

■   入出力タイミングチャート   ※出力データ19bitの場合

シリアル通信のタイミングチャートについて

（※）本図では/CLOCKおよび/DATAは省略しています。

CLOCK

DATA 218

（MSB）

217 21 20

エンコーダデータ

エンコーダエラーデータ

タイムアウト時間
tm＝16μs±4μs

P/－S
（※※）内部信号につき
         出力されません。

内部データラッチ
タイミング

データシフト

最終のERROR bitを転送後、DATAラインはtm（＝16μs）を経過
するまでLowに保持されます。
CLOCKラインが再びHighに戻り、且つDATAラインがHighに
になるまで次のデータ転送はスタートされません。

クロック周期：min.1μs ～ max.32μs

23 2225 2427 26

内部データラッチ
タイミング

（※※※）

（※※※） ＥＲＲＯＲ ｂｉｔについて ： 仕様範囲外の周囲温度でのご使用や、許容回転数を上回る回転数での御使用（応答周波数オーバー）等により
                                          エンコーダ内部の検出エラーが生じた場合にエラーを出力します。    エラー発生時：「Ｌ」 ， 正常動作時：「Ｈ」
                                          一度エラーが生じた場合においても、エンコーダ動作が正常状態に復帰すると自動的に解除されます。（「Ｈ」に復帰します。）

パラレル出力
ラッチ信号
(内部信号)

今回のデータパラレル出力
(D0～D17、ERROR)

取込禁止出力
(A_INH)

前回のデータ

※デコーダ部

※エンコーダ部 周波数：32kHz～1MHz

（転送周期）≧（21：必要なクロック数）×（クロック周期）+16μs　　
例；クロック周期：1μsの場合：21×1μs + 16μs＝37μs以上となります。

（※※）連続した２１個の負パルスを入力してください。(位置データ19bit時) 

ERROR bit

■   接続図 ※19bit（524288）の場合
デコーダ基板 TH No.（24pin部） デコーダ基板 TH No.（8pin部）
TH No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

TH No.
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

パラレル出力/電源
DC5V±5％
0V（COMMON）
出力218（D18）
出力217（D17）
出力216（D16）
出力215（D15）
出力214（D14）
出力213（D13）
出力212（D12）
出力211（D11）
出力210（D10）
出力29（D9）

パラレル出力/電源
出力28（D8）
出力27（D7）
出力26（D6）
出力25（D5）
出力24（D4）
出力23（D3）
出力22（D2）
出力21（D1）
出力20（D0）
ERROR bit

取込禁止出力（A_INH）
N.C.

11
12

TH No.
1
2, 4
3
5
6
7
8

線色
赤
黒
－
白
白/黒
緑
緑/黒

エンコーダ接続側
DC5V±5％
0V（COMMON）

N.C.
DATA
/DATA
CLOCK
/CLOCK

23
24

※1： 分解能18bitの時はTH No.3に最上位bitを接続し、順に詰めて配線願います。
　　 （例）18bit時：TH No.3に出力217（D17）、TH No.4に出力216（D16）、・・・
　　 TH No.20に出力20（D0）、TH No.21にERROR bitを接続。
　　 TH No.22、24はN.C.となります。
※2： 本デコーダ基板のパラレル出力は、最大20ビット分（ERROR bit含む）となります。
　　 21ビット以上のパラレルデータを出力することは出来ませんのでご注意ください。

※2： 3pinはN.C.
※3： 黄線は、/RESET
　　（リセット入力「L」（0Vに接続）にて
　　 リセット有効。入力電源：1mA以下
　　 ※通常使用時は「オープン」または「5V」

■   入出力回路図

・エンコーダ出力回路

RS422相当

1.3kΩ

330Ω

330Ω
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シールド
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DC5V±5％

CLOCK

・デコーダ基板（オプション）

電源
DC5V±5％

パラレル出力

取込禁止出力

電源0V

・ヘッダーピン部（P=2.54/
 24ピン）にて外部機器と接続。ケーブル長1m（標準）
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回 

路
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弊社のアブソリュートエンコーダでシリアル通信（SSIフォーマット）のタイミングチャートは下図を参照ください。

オプションのデコーダ基板をご使用される場合

※ケーブル長は10m以下を推奨
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■   スプリングフランジ  MEH－20、30、50、60、85、130（材質：SUS304－CSPH）
ホールタイプエンコーダ（MEH）取付イメージ

■   ホ－ルタイプエンコ－ダ組付け注意点
スラスト荷重によるエンコーダの影響 ラジアル荷重によるエンコーダの影響
平フランジの軸方向変動吸収は0.15mm以内 基本的には平板のためラジアル荷重の吸収は困難です。

ラジアルの偏芯は20ミクロン以下で回転するよう確認してください。

ラジアル方向の変動が大きい場合下図の方法を検討ください。

シャフトに偏芯のある場合

ナットは、シャフトのみに接触すること
（エンコーダ本体に接触しないこと）

軸変動０.１５ｍｍ以内

平フランジ

取り付けシャフト 注）取り付けによる位置ズレが
　 無いようにしてください。

２
．５

２
．５

ナット

エンコーダ
ザガネAザガネBサラネジ スプリングフランジ

シャフト

ＰＣＤ

エンコーダ取付機器とスプリングフランジの

スプリングフランジについてはSetting Option（P84）を参照してください。

固定用ネジ類はユーザーにて用意してください。

（特殊スプリングフランジ、P81を参照してください）

ホールタイプエンコーダ（MEH/MAH）取付方法


